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第１章 計画策定の背景・意義 

第４節 計画改定の趣旨 
福岡市では、2016（平成 28）年 12 月に、第四次となる「福岡市地球温暖化対策実行計画」を

策定し、これまで「低炭素のまちづくり」に向けて取り組んできましたが、こうした近年の猛暑や

豪雨などの気象災害の激甚化、パリ協定を契機とした国内外の潮流を踏まえ、脱炭素社会実現に向

けた取組みを積極的に推進するため、2014（平成 26）年６月に策定された「福岡市環境・エネル

ギー戦略」を統合した上で、「福岡市地球温暖化対策実行計画」の改定を行うこととしました。 

図 13 計画改定の経過 
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第２章 現況とこれまでの取組み

  
（１）住宅における太陽光発電設備の設置状況 
   主に家庭用で導入される発電容量が 10kW 未満の太陽光発電設備は、毎年度、新規設置が 

一定程度進んでいます。マンション等の共同住宅では微増程度であるものの、戸建て住宅に

おける設置件数は過去 10 年間で約 4 倍となっています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26 福岡市域における 10kW 未満年間導入量・件数（新規）  図27 福岡市域における太陽光発電の設置されている住宅戸数 

 

 （２）大規模な太陽光発電設備の設置状況 

   主に売電が主目的となる発電容量が 10kW 以上の太陽光発電設備の導入は、大幅な減少 

  が続いています。その要因としては、売電価格の低下や出力制御による事業性の低下、新規 

立地に適した土地の減少が考えられます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 福岡市域における 10kW 以上年間導入量・件数（新規）    図 29 九州内における出力制御の推移・見通し 
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出典）総務省 住宅・土地統計調査（H20 年，H25 年，H30 年）をもとに作成 

出典）九州電力㈱の公表データをもとに作成 

出典）経済産業省 固定価格買取制度情報公表用 
ウェブサイトをもとに作成 

出典）経済産業省 固定価格買取制度情報公表用 
ウェブサイトをもとに作成 
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第３章 都市の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 都市の将来像 
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第３章 都市の将来像 
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第３章 都市の将来像 
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第３章 都市の将来像 
 

【チャレンジ目標】    

2040 年度 温室効果ガス排出量実質ゼロ 

「市域での温室効果ガス排出量」を「市外への貢献による削減量」と 
「吸収量」を合わせた量が上回っている状態をいいます。 

市域の排出量 ≦ 市外への削減貢献量、吸収量 
 

    市域での排出削減を進めるとともに、市外への貢献による削減の拡大、 
森林などによる吸収を組み合わせて実質的な排出量ゼロをめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 31 目標達成に向けたイメージ図 

 
 

  市域の温室効果ガス排出量の削減方策  

① 市外発電所での化石燃料の使用減、炭素回収による電源構成の変化 
② 市域でのカーボンフリーエネルギーへの利用転換 

（市域での再生可能エネルギー由来電力の積極的な使用や電化、水素利用など） 
③ 省エネルギーの推進 

（エネルギーの効率化や無駄なエネルギー消費の削減） 
  

 市外への温室効果ガス削減貢献量の拡大と吸収量確保の方策  

都市としての特性、これまで培った環境技術、都市間連携を踏まえた取組みの推進。 

ⅰ） 市民・事業者による環境にやさしい消費（エシカル消費） 
 ⅱ） 国際貢献 
 ⅲ） 再生可能エネルギーの市外への売電 
 ⅳ） 森づくりなどによる吸収              など 




